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当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
自

主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念

の
も
と
、
会
員
各
自
が
心
身
と
も
に
健
康

増
進
を
図
り
な
が
ら
就
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
社
会
活
動
を
通
じ
て
誇
り
と
生

き
が
い
を
見
出
す
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

特
に
、
就
業
現
場
で
は
、
状
況
確
認
、

使
用
す
る
道
具
や
操
作
機
械
等
の
点
検
、

安
全
保
護
具
の
装
着
・
着
用
を
徹
底
し
、

事
故
０
を
目
指
し
て
お
り
、
設
立
以
来
重

篤
事
故
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、事
故
防
止
と
安
全
指
導
を
兼
ね
、

安
全
委
員
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎

年
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
７
月
23
日
に

実
施
し
ま
し
た
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

公益社団法人
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…

…

表紙写真　（安全パトロール）
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表彰状の授与 ・ 米寿･喜寿該当者

令和元年度定時社員総会 ・
教養講座

お客様からの声・ 安全就業に
関する標語

会員から一言・活動状況

シルバー人材センターについて・
編集後記
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市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
々

に
は
、
日
頃
よ
り
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
少
子

高
齢
化
が
進
み
人
口
が
減
少
し
て
い
る

中
で
、
成
長
力
を
確
保
し
て
い
く
た
め

に
働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
す
べ
て
の
高

齢
者
が
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
活
躍
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
生
涯
現
役
社

会
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
高
齢
者
で
組
織
し

て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
行

政
や
地
域
の
日
常
生
活
に
密
着
し
て
会

員
に
就
業
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
「
生
涯
現
役
社
会
」
の
実
現
を
果
た

す
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
就
労
形
態
は
、
派
遣
就
労
と

請
負
就
労
の
二
種
類
が
あ
り
派
遣
就
労

は
、
週
３
〜
４
日
、
20
時
間
程
度
で
、

令和元年 9月1日　②

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

　
　 

理
事
長

　
　
　
山 

口
　
勝 

博

勤
務
内
容
や
時
間
も
高
齢
者
に
適
し
た

仕
事
で
す
。
ま
た
、
請
負
就
労
は
草
刈
・

草
取
り
・
施
設
管
理
・
水
道
メ
ー
タ
検

針
・
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
す
。

60
歳
以
上
の
方
な
ら
就
労
で
き
ま
す
の

で
、
私
達
と
一
緒
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、今
年
の
６
月
か
ら
『
ゴ
ー
ル
ド
会
員
』

制
度
を
新
設
し
、
年
齢
や
体
力
的
な
理

由
で
就
業
が
困
難
に
な
っ
た
方
で
も
引
き

続
き
総
会
の
議
決
権
を
有
し
、
サ
ー
ク

ル
活
動
・
研
修
旅
行
・
各
行
事
等
の
交

流
活
動
に
参
加
し
て
健
康
の
維
持
、
生

き
が
い
の
充
実
、
仲
間
づ
く
り
の
一
員
と

し
て
活
動
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
「
自
主
・

自
立
・
共
働
・
共
助
」
を
理
念
に
掲
げ

る
公
益
社
団
法
人
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
事
業
推
進
の
た
め
に
必
要
な

財
源
は
国
・
県
・
市
か
ら
の
補
助
金
に

加
え
会
員
へ
の
仕
事
の
提
供
に
要
す
る

事
務
費
（
発
注
者
負
担
）
な
ど
で
す
。

　

最
後
に
地
元
社
会
へ
の
貢
献
と
い
う

意
識
を
強
く
持
ち
、
皆
様
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
日
本
一
元
気
な
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
御
支
援
と
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
24
日
の
令
和
元
年
度
定
時
社
員

総
会
の
席
上
、
表
彰
規
程
に
よ
り
次
の
会

員
６
名
の
方
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
の
令

和
元
年
度
定
時
総
会
に
お
い
て
山
口
勝
博

理
事
長
が
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
会
員
表
彰
】 

６
名

　

 

齋　

藤　

ち
え
子 

さ
ん
（
河　

崎
）

　

 

今　

野　

秀　

子 

さ
ん 

（
川　

口
）

　

 

小
笠
原　

正　

昭 

さ
ん 

（
久
保
川
）

　

 

渡　

辺　

信　

幸 

さ
ん 

（
軽
井
沢
）

　

 

冨　

田　
　
　

武 

さ
ん 

（
旭　

町
）

　

 

若　

林　

吉　

徳 

さ
ん 

（
朝
日
台
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
順
不
同
）

　
　
　

　

加　

藤　

勢　

治 

佐　

藤　
　
　

實 

加　

藤　

勝　

蔵 

（
長
清
水
）

（
旭　

町
）

（
美
咲
町
）

　
　
　

　

安　

達　

文　

哉 

高　

内　

君　

男 

近　
　
　

秀　

子 

髙　

橋　

サ　

チ 

蔵　

増　

俊　

也 

川　

口　

啓
四
郎 

山　

川　

三　

夫 

田　

代　

孝　

一 

三　

浦　

次　

男 

糸　

永　

義　

宣 

横　

尾　

洋　

子 

高　

村　
　
　

勇 

小　

松　

か　

つ 

長　

澤　
　
　

清 

伊　

藤　

明　

子 

（
金　

瓶
）

（
矢　

来
）

（
矢　

来
）

（
金　

生
）

（
仙　

石
）

（
下
生
居
）

（
高　

野
）

（
美
咲
町
）

（
原　

口
）

（
長
清
水
）

（
長
清
水
）

（
長
清
水
）

（
矢　

来
）

（
旭　

町
）

（
東　

町
）

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

表
彰
状
授
与

表
彰
状
授
与

米
寿
・
喜
寿

　
　
　
該
当
者
に
祝
金
贈

米
寿
・
喜
寿

　
　
　
該
当
者
に
祝
金
贈

米
　
　
寿

喜
　
　
寿



平成 30年度 計算書類等を承認

　
就
業
時
等
に
お
け
る
会
員
傷
害

保
険
に
つ
い
て
、
協
和
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
参
与
の
森
谷
昌
孝
氏
を

講
師
に
迎
え
、
教
養
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
教
養
講
座
要
旨
　
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
就
業
（
請
負
・
派
遣
）

に
係
る
会
員
の
怪
我
や
物
損
な
ど

に
つ
い
て
、
保
険
の
適
用
と
適
用

外
に
つ
い
て
実
例
を
取
り
入
れ
て

細
部
に
わ
た
り
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
事
故
発
生
時
は
、
自
分
で
判
断

し
な
い
で
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
連

絡
し
ま
し
ょ
う
。

　令和元年定時社員総会及び会員互助会総会が６月24日（月）上山市体
育文化センター軽スポーツルームで教養講座と併せて開催されました。
　出席者223名の会員 (委任出席160名 )が参加し、理事長あいさつ、来
賓の横戸長兵衛市長、大沢芳朋市議会議長の祝辞の後、南部班の石山
隆志さんを議長に選出、平成30年度計算書類等の承認について審議さ
れ、満場一致で原案のとおり承認されました。
　また、平成30年度第２回補正予算、平成30年度事業報告、令和元年
度事業計画、令和元年度収支予算、令和元年度第１回補正予算の５件
についての報告がありました。
　次に、会員互助会総会を開催し、平成30年度事業報告、平成30年度
収支決算、令和元年度事業計画、令和元年度収支予算、ゴールド会員
制度設置に係る会則の一部改正について審議され、満場一致で原案のとおり承認されました。

※ゴールド会員とは、年齢や体力の衰えなどの理由で就業は望まないが、引き続きセンターの会員（議決
権を有する）として各種活動に協力できる者。　年会費はセンター300円、互助会費は200円です。　　

男　性
女　性
合　計

契約件数
（件）

会 員 数
（人）

契約金額
（千円）

区　分 30年度 29年度
増減（△）

前年度対比
比（％）

公共事業
民間事業等
合　計

公共事業
民間事業等
合　計

192（63）
91（28）
283（91）

95
1,390
1,485

26,327
74,968
101,295

184（57）
86（23）
270（80）

98
1,388
1,486

26,990
70,544
97,534

8（ 6 ）
5（ 5 ）
13（11）
△3
2

△1

△663
4,424
3,761

104.3（110.5）
105.8（121.7）
104.8（113.8）

96.9
100.1
99.9

97.5
106.3
103.9

受  

託  

事  

業

令和元年度定時社員総会及び会員互助会総会

（　）派遣事業

③　令和元年 9月1日

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
傷
害
保
険
に
つ
い
て

教養講座を熱心に聞く会員のみなさん

横戸上山市長の来賓祝辞

教
養
講
座



お
客
様
か
ら
の
声

 

代
表
取
締
役
社
長

　
　

髙　

橋　

真　

也 

様

株
式
会
社 

髙
橋
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド

令和元年 9月1日　④

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
を
理
解
し
仕
事
を
提
供
し
て

頂
い
て
い
る
お
客
様
か
ら
投
稿
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

当
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
は
、
自
家

製
の
肥
料
を
使
い
、
土
造
り
か
ら

こ
だ
わ
っ
て
果
樹
等
を
栽
培
し
て

お
り
、
ハ
ウ
ス
完
備
な
の
で
雨
が

降
っ
て
も
「
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
」

「
ブ
ド
ウ
狩
り
」「
芋
煮
会
」
が
安

心
し
て
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
ラ
ン
チ
や
季
節
の
果
樹

山
盛
り
の
フ
ル
ー
ツ
パ
フ
ェ
な
ど

が
楽
し
め
、
一
年
間
を
通
し
て
県

内
外
か
ら
多
く
の
お
客
様
で
賑

わ
っ
て
お
り
、
時
々
海
外
か
ら
の

お
客
様
も
見
え
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
ブ
ド
ウ
、

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
の
季
節
に
な
り
ま

す
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
か
ら
お
手
伝
い
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
は
、
人
生
経
験
が

豊
か
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
十
分

発
揮
し
て
頂
き
、
温
か
い
心
で
お

客
様
に
接
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

店
内
と
果
樹
園
は
、
い
つ
も
お
客

様
の
笑
声
で
溢
れ
活
気
に
満
ち
て

お
り
ま
す
。

　

現
在
の
農
業
は
人
手
不
足
が
課

題
で
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
皆
様
は
、
強
い
味
方
で
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆

様
は
市
民
の
大
切
な
応
援
団
で

す
。
健
康
に
留
意
さ
れ
元
気
で
ご

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

髙橋フルーツランド（上山市阿弥陀地）

人気のフルーツパフェ

　

８
月
８
日
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ―

会
議
室
に

お
い
て
審
査
が
行
わ
れ
、
次
の
10
編
が
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で
行
わ
れ
る
審
査
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

 　
　

  

（
敬
称
略
）

◎
安
全
は　

人
を
頼
ら
ず　

自
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
梅
津
玉
治
郎
）

◎  

こ
れ
く
ら
い   

軽
い
気
持
ち
が　

事
故

　

招
く　
　
　
　
　

 　
　

  

（
鏡　

有
美
子
）

◎
仲
間
の
目　

一
声
か
け
て　

事
故
は
ゼ
ロ

　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

 

（
石
澤　

章
好
）

◎
無
理
す
る
な　

若
い
つ
も
り
が　

ケ
ガ
の

　

元　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梅
津
玉
治
郎
）

◎
ベ
テ
ラ
ン
も　

安
全
意
識
は　

初
心
の
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
安
孫
子
良
一
）

◎
起
す
ま
い　

事
故
は
無
理
か
ら　

油
断
か

　

ら　
　
　
　
　
　

 　
　

  

（
石
澤　

章
好
）

◎
刈
払　

前
後
左
右
の　

距
離
確
認　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
伊
藤　

政
徳
）

◎
一
に
確
認　

二
に
確
認　

安
全
作
業
の
第

　

一
歩　
　
　
　
　
　
　

 　
（
三
浦　

敬
勝
）

◎
点
検
は　

作
業
前
の　

ひ
と
仕
事　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

（
髙
橋　

正
一
）

◎
慌
て
る
な　

止
ま
っ
て
三
回　

深
呼
吸     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
髙 

橋 　

 

功
）

令
和
元
年
度

安
全
就
業
に
関
す
る
標
語

令
和
元
年
度

安
全
就
業
に
関
す
る
標
語

“

“



⑤　令和元年 9月1日

会

員

か

ら

一

言

 

（
中
部
班
）　
　

　

佐
藤　
　

實
さ
ん

　

私
は
、
平
成
９
年
４
月
に
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
、
早
い
も
の

で
22
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

入
会
当
初
は
、
庭
木
の
剪
定
な
ど
を

担
当
し
ま
し
た
が
、
お
客
様
か
ら
「
い
つ

も
綺
麗
に
し
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
と
う
」

の
お
礼
の
言
葉
を
頂
く
の
が
た
ま
ら
な

く
う
れ
し
く
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
互

助
会
か
ら
米
寿
の
お
祝
い
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
高
齢
な
の
で
得
意
な
剪
定

は
危
険
が
伴
う
た
め
減
り
ま
し
た
が
、

月
２
回
、
市
役
所
か
ら
地
区
会
長
さ
ん

ま
で
市
報
等
の
文
書
を
届
け
る
仕
事
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
仲
間
か
ら
は
、
白
寿
の
祝
を
し

よ
う
！
と
よ
く
言
わ
れ
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
感
謝
を
込
め
て
セ
ン

タ
ー
発
展
の
た
め
恩
返
し
を
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

 

（
南
部
班
）　
　

　

斎
藤
フ
キ
子
さ
ん

　

私
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
お

世
話
な
っ
て
（
平
成
10
年
５
月
入
会
）

20
年
以
上
に
な
り
ま
す
。

　

色
々
な
会
議
に
出
席
し
て
多
く
の

方
々
と
出
会
い
お
話
す
る
こ
と
が
出
来

て
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
う
ち

に
、
合
っ
た
仕
事
も
見
つ
か
り
生
き
が

い
を
持
っ
て
就
労
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
は
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
、
そ
れ
は
箪
笥
に
眠
っ
て
い
る

古
い
物
（
着
物
等
）
の
活
用
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、Ｙ
Ｂ
Ｃ
で
布
を

使
っ
た
草
履
作
り
を
拝
見
し
、
私
の
求

め
て
い
る
も
の
は
こ
れ
だ
!!
と
思
い
女

性
部
会
に
作
り
方
研
修
会
の
開
催
を
依

頼
し
10
人
位
で
３
時
間
の
講
習
を
受
け

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
分
な
り
に
工
夫
し
な
が

ら
布
草
履
を
作
り
、
私
の
布
草
履
が
ハ

ワ
イ
の
人
か
ら
も
買
っ
て
い
た
だ
い
た

と
事
務
局
よ
り
お
聞
き
し
、
大
変
う
れ

し
く
、
入
会
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

こんなことやりました令和元年度 (４月から８月 )

▲ 東・南部班ボランティア (7/27) ▲ 市長へ要望活動 (8/2) ▲ 議長へ要望活動 (8/2)

▲ 蔵王自動車学園 交通安全教室 (6/29)▲中部班ボランティア (4/21) ▲ 北部班ボランティア (7/27)



令和元年 9月1日　⑥

9月19日、10月17日、11月21日、12月19日

　

私
事
で
す
が
、
７
月
で
古
希
を

迎
え
ま
し
た
。

　

古
希
と
は
長
寿
の
出
発
点
と
か
。

　

人
生
百
年
時
代
に
向
い
、
楽
し

い
生
き
が
い
づ
く
り
を
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

広
報
は
今
年
の
１
月
で
節
目
と

な
る
第
50
号
を
発
行
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
１
日
か
ら
新
元
号

の
令
和
と
な
り
、
気
持
ち
も
新
た

に
第
51
号
の
編
集
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

表
紙
に
何
を
持
っ
て
来
る
か
で
、

議
論
を
し
た
結
果
、
今
回
は
安
全

就
業
に
決
め
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
か
ら
安
全
標
語
募
集

も
あ
り
、
意
識
も
高
ま
っ
て
い
る

時
期
で
も
と
考
え
ま
し
た
。

　

※

事
務
局
で
は
、
作
業
後
戻
っ

た
時
に
ひ
と
休
み
が
出
来
る
よ
う

玄
関
付
近
に
飲
料
設
備
を
設
置
し

ま
し
た
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

　
　

   

７
月
末
現
在
会
員
数 

296 

名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
Ｒ
・
Ａ
）

編
集
後
記

会員募集！入会説明会  毎月第３木曜日開催

至 米沢

至 市街地至 山形

JR茂吉記念館前駅

至 蔵王エコーライン

上山市シルバー
人材センター

もちづき
眼科　　

パチンコ

セレモニー 
   ホール

みゆき会病院

シルバー人材センター事務所は

JRかみのやま
温泉駅

N
　い　つ　毎月第3木曜日

　　　　　　　　　　午後1時30分
　　　　　　どこで　シルバー人材センター

会員募集中！

年  会  費　  3,000 円
別に

1,000 円

入会説明会

（会員互助会費）
サッカー場

シルバー人材センターのしくみ
 　高年齢者に合った仕事を企業・家庭・公共団体などから引き受け、会員に提供する山形県知事認可の公益法
　 人です。
 　引き受ける仕事は、臨時的かつ短期的な就業またはその他の軽易な業務です。
 　自主的な会員組織です。会員は自分たちで役員を選び、組織や事業の運営に参画します。
 　会員が働いた仕事の内容に応じて「配分金」を支払います。仕事や収入の保証はありませんが、各自の希望
　 と能力に応じた働き方ができます。会員の技能、技術を高めるため各種の講習を実施しています。
 　指揮・命令のある雇用による就業は、職業紹介事業または一般労働者派遣事業（シルバー派遣）で行います。


